
徳山工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 基礎工学実験
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 土木建築工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 土木学会：土木材料実験指導書、土質実験のてびき
担当教員 島袋 淳,海田 辰将,桑嶋 啓治,温品 達也,荒木 功平,山根 達郎
到達目標
情報技術をベースに実体験を通して、表現力を身につけるために
①土木材料の性質、及びその調べ方の修得
②各実験課題の考察を行い論理的思考を身に着け、考察から疑問や興味を持つ
③プレゼンテーションによる表現力を養う
以上が技術者に必要な問題追究能力を身に付けるために必要なものであり、これを到達目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

設定したテーマにおける実験方法
を説明でき、その実験結果を分析
し、考察を客観的に述べるために
文献、インターネット等で調べて
いる。

設定したテーマにおける実験方法
を説明でき、その実験結果を分析
しているが、客観的な考察になっ
ていない。

設定したテーマにおける実験方法
を説明できず、その実験結果も分
析しておらず、考察も不備なもの
。

評価項目2 レポートを提出期限までに提出で
きる。

レポートの提出期限が守られてい
ない。 レポートが未提出である。

学科の到達目標項目との関係
到達目標 B 1
教育方法等

概要
実践的技術者を育成するうえで、重要な実務にすぐに役立つ技術やJIS規格にある重要な実験方法などを修得するととも
に講義内容を体験的に理解する。またレポートの作成により、技術者として最も必要な考察能力を養う。また、建設系
企業で施工管理等を担当されていた教員が入り、その経験を生かした実験指導を行うテーマを設定している。

授業の進め方・方法

基礎工学実験は材料実験、土質実験の二つに分けて行い、材料実験は通年、土質実験は後期開講の半期である。その授
業形態として、材料実験は５人／班で行い、前期と後期でテーマを二つに分ける。二つに分けたテーマの中に前・後期
それぞれ５つの課題を設ける。前期は主にコンクリートの性質及びその材料の特性について、後期は主に鉄筋及びコン
クリートの強度・変形特性について実験を進める。前・後期の５つの課題に対して、すべてレポートを作成し、前・後
期の各テーマ終了後にはまとめとして、前・後期の各課題について学んだ事もしくは疑問に思った事を各班で検討し、
プレゼンテーションを行う。また、欠席したものについては、原則として補講を行う。
　後期から開講の土質実験は４人／班で行い、１～５のテーマをローテーションを組んで行う。実験終了後は、実験で
得られた結果を考察し、レポートとしてまとめる。全てのテーマ終了後は、一つの実験テーマに関して、全ての班の実
験データをまとめ、プレゼンテーションを行う。また、欠席したものについては、原則として補講を行う。
以上は、基本的な通常の進め方であるが、遠隔授業になった場合はその都度変更、修正、改善し授業を進める。

注意点
・レポートの提出期限を守る。また全てのレポートを提出することで評価の対象となる。よって未提出レポートが一つ
でもあると単位取得はできない。
・得られた実験データについて分析し、考察が述べられるようになること。
最終成績=材料実験成績*0.7+土質実験成績*0.3

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス（２０名）
テーマ1：コンクリートの配合設計

実験に対する注意事項、取り組み方について学ぶ
目標強度、目標スランプを設定し、セメント、骨材、
水、空気がどれだけ必要かを計算し、配合設計の手順
を理解する。

2週 テーマ2：細骨材の密度および吸水率試験 JIS規格で定められた手法に則り、細骨材の材料特性を
把握する。

3週 テーマ3：コンクリートの打設 テーマ1で計算した量を用いて、実際にコンクリートを
作製し、コンクリートの打ち込み作業を把握する。

4週 テーマ4：粗骨材の密度および吸水率試験 JIS規格で定められた手法に則り、粗骨材の材料特性を
把握する。

5週 テーマ5：コンクリートの強度試験 テーマ3で作製したコンクリートを用いて、コンクリー
トの強度特性を把握する

6週 プレゼンテーション準備
上記１～５の課題に対して、疑問に思った事、学んだ
事などを各班でテーマを決めて、後期に発表を行うた
めの準備をする。

7週 プレゼンテーション準備
上記１～５の課題に対して、疑問に思った事、学んだ
事などを各班でテーマを決めて、後期に発表を行うた
めの準備をする。

8週 プレゼンテーション プレゼンテーションを行い，伝え方，表現方法，まと
め方を学ぶ

2ndQ

9週 ガイダンス（２０名）
テーマ1：コンクリートの配合設計

実験に対する注意事項、取り組み方について学ぶ
目標強度、目標スランプを設定し、セメント、骨材、
水、空気がどれだけ必要かを計算し、配合設計の手順
を理解する。

10週 テーマ2：細骨材の密度および吸水率試験 JIS規格で定められた手法に則り、細骨材の材料特性を
把握する。

11週 テーマ3：コンクリートの打設 テーマ1で計算した量を用いて、実際にコンクリートを
作製し、コンクリートの打ち込み作業を把握する。



12週 テーマ4：粗骨材の密度および吸水率試験 JIS規格で定められた手法に則り、粗骨材の材料特性を
把握する。

13週 テーマ5：コンクリートの強度試験 テーマ3で作製したコンクリートを用いて、コンクリー
トの強度特性を把握する

14週 プレゼンテーション準備
上記１～５の課題に対して、疑問に思った事、学んだ
事などを各班でテーマを決めて、後期に発表を行うた
めの準備をする。

15週 プレゼンテーション準備
上記１～５の課題に対して、疑問に思った事、学んだ
事などを各班でテーマを決めて、後期に発表を行うた
めの準備をする。

16週 プレゼンテーション プレゼンテーションを行い，伝え方，表現方法，まと
め方を学ぶ

後期

3rdQ

1週 テーマ6：セメントの密度試験
JIS規格に則り、セメントの密度試験方法と原理的に異
なるセメントの密度試験方法を学び、セメントの材料
特性を把握する。

2週 テーマ7：鉄筋の引張試験
鉄筋として用いる鋼材はJISに適合する引張強さ、降伏
点及び伸びを持たなければならないため、それを知る
ための試験方法を把握する。

3週 テーマ8：鉄筋の応力－ひずみ試験
鉄筋の引張力に対する強度・変形特性を知り、コンク
リートの補強材として用いられる鉄筋の材料特性を把
握する。

4週 テーマ９：骨材のふるい分け試験 骨材のふるい分け試験方法を学び、細骨材及び粗骨材
の違いを把握し、両骨材の粒度特性を把握する。

5週 テーマ10：コンクリートの応力－ひずみ試験（演習） コンクリートの応力－ひずみ試験結果をもとに、弾性
係数、ポアソン比の計算方法を理解する。

6週 プレゼンテーション準備
上記6～10の課題に対して、疑問に思った事、学んだ
事などを各班でテーマを決めて、後期に発表を行うた
めの準備をする。

7週 プレゼンテーション準備
上記6～10の課題に対して、疑問に思った事、学んだ
事などを各班でテーマを決めて、後期に発表を行うた
めの準備をする。

8週 プレゼンテーション プレゼンテーションを行い，伝え方，表現方法，まと
め方を学ぶ

4thQ

9週 土質実験
テーマ1：密度試験

土の最も基本的な物理量である土粒子の密度を求める
方法と、その原理を学ぶ。

10週 土質実験
テーマ2：粒度試験

土を構成する土粒子径の分布状態を調べるための、ふ
るい分析と沈降分析の試験方法を学ぶ。

11週 土質実験
テーマ3：液塑性試験

土の液性限界、塑性限界および塑性指数を求める方法
を学び、含水比と土の状態を把握する。

12週 土質実験
テーマ4：透水試験

定水位透水試験と変水位透水試験を行い、土の透水係
数を求める方法を学ぶ。

13週 土質実験
テーマ5：締固め試験

締固め施工管理時に必要な最適含水比と最大乾燥密度
を求める方法を学び、含水比と土の締固め状態を把握
する。

14週 プレゼンテーション準備

一番最初に行った実験テーマに関して、他の班の実験
データをまとめ、プレゼンテーションを行う。発表は
１５分／班を目安とし、パソコンによりプレゼンテー
ションソフトを用いて１人１画面は必ず発表し発表能
力を養う。

15週 プレゼンテーション準備

一番最初に行った実験テーマに関して、他の班の実験
データをまとめ、プレゼンテーションを行う。発表は
１５分／班を目安とし、パソコンによりプレゼンテー
ションソフトを用いて１人１画面は必ず発表し発表能
力を養う。

16週 プレゼンテーション プレゼンを行い、発表能力を養う。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13



実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 3

前1,前6,前
7,前8,前
9,前14,前
15,前16,後
6,後7,後
8,後14,後
15,後16



環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 3

前1,前6,前
7,前8,前
9,前14,前
15,前16,後
6,後7,後
8,後14,後
15,後16

情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 4

前1,前6,前
7,前8,前
9,前14,前
15,前16,後
6,後7,後
8,後14,後
15,後16

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

建設系分野
【実験・実
習能力】

建設系【実
験実習】

骨材のふるい分け試験について理解し、器具を使って実験できる
。 4 後4

骨材の密度、吸水率試験について理解し、器具を使って実験でき
る。 4 前2,前4,前

10,前12
コンクリートのスランプ試験について理解し、器具を使って実験
できる。 4 前3,前11

コンクリートの空気量試験について理解し、器具を使って実験で
きる。 4 前3,前11

コンクリートの強度試験について理解し、器具を使って実験でき
る。 4 前5,前

13,後5
土粒子の密度試験について理解し、器具を使って実験できる。 4 後9
液性限界・塑性限界試験について理解し、器具を使って実験でき
る。 4 後11

粒度試験について理解し、器具を使って実験できる。 4 後10
透水試験について理解し、器具を使って実験できる。 4 後12
突固めによる土の締固め試験について理解し、器具を使って実験
できる。 4 後13

建築系分野
【実験・実
習能力】

建築系【実
験実習】

実験の目的と方法を説明できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

建築に用いる構造材料(例えば木、コンクリート、金属など)の物
理的特性を実験により明らかにすることができる。 4 後1,後2,後

3,後5

実験結果を整理し、考察できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

目標の実現に向けて計画ができる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13



目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
1,後2,後
3,後4,後
9,後10,後
11,後12,後
13

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 10 0 20 70 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 10 0 20 70 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


